
会

野

虫
る
穴
月
一
〇
臼
【
　
（
木
）
、
　
楽
友
ム
諏
魚
津
に

お
い
て
昭
和
五
一
年
度
春
黍
定
例
理
察
会
・

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
つ
ぎ
の
案
件
が
い

ず
れ
も
異
議
な
く
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

…
、
昭
和
五
…
年
度
予
算
案

二
、
役
貴
交
代

QQ

@
評
議
員
紀
藤
儒
義
・
野
十
三
郎
・
武

②

藤
誠
氏
の
退
任
。

常
務
理
事
（
庶
務
狽
当
）

ご
幾
を
選
任
。

に
間
野
英

③
　
理
事
畏
に
佐
藤
長
矯
を
選
任
。

三
、
　
「
史
林
」
編
集
報
告

以
上
、

　
な
お
、
退
任
さ
れ
た
前
常
務
理
事
松
尾
尊

重
氏
は
評
議
員
に
、
前
理
事
長
今
津
晃
氏
は

理
事
に
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。

史
学
研
究
会

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど
、

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
…
卜

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
「
英
文
要
約
偏
を
添
付
の
こ
と
（
研
究

　
　
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
用
）

　
　
註
は
原
野
と
し
て
玉
章
來
に
入
れ
る
こ
と
。

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

○
書
評

○
紹
介

◇
送
先

四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六
　
　
山
思
子
｛
巾
左
山
恐
区
士
口
田
太
・
町

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

編
　
集
　
後
　
記

　
う
っ
と
う
し
い
梅
里
の
明
け
る
の
も
闘
近
か
と

思
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
は
、
益
々
ご
活
躍

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
五
九
巻
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

本
号
は
、
臼
本
中
樵
社
会
の
身
分
に
つ
い
て
論
究

さ
れ
た
田
中
論
文
、
政
治
史
的
観
点
か
ら
江
戸
幕

府
の
行
な
っ
た
国
役
普
請
を
考
察
し
た
笠
谷
論
文
、

朋
党
・
営
私
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年

三
爽
断
罪
事
件
の
歴
史
的
位
澄
付
け
を
試
み
た
大

谷
論
文
の
三
つ
の
論
説
、
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
の
動
向

と
課
題
を
論
じ
た
井
上
髭
の
研
究
動
向
、
こ
の
ほ

か
書
評
ご
一
、
紹
介
一
と
多
彩
な
内
容
を
も
つ
号
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
本
会
顧
問
で
あ

ら
れ
た
中
村
薩
勝
博
士
が
お
な
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
こ
と
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
）

三
無
籔
朋
二
語
翻
　
定
価
髪
○
円

　
史
林
（
第
五
九
巻
第
弱
弩
）

　
　
　
京
都
市
窟
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人

印
刷
所

羅史
畷　弓
懸ll研

套1嚢究

社止長二会

159　（657）


